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は
じ
め
に

　

筑
豊
鉱
山
学
校
の
設
立
母
体
で
あ
る
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
明
治
時
代
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
、
同
組
合
に
所
属
す
る
炭
坑
お
よ
び
関
連
施
設
等
の
写
真
（
以
下
、

「
炭
坑
写
真
」
と
総
称
す
る
）
を
撮
影
し
、『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
に
掲
載
す

る
ほ
か
『
筑
豊
炭
礦
誌
』、『
日
本
炭
礦
誌
』
な
ど
の
書
籍
に
提
供
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
炭
坑
写
真
は
後
に
筑
豊
鉱
山
学
校
に
教
材
と
し
て
寄
贈
さ
れ
、
同
校
に

お
い
て
活
用
保
管
さ
れ
た
。

　

同
校
は
戦
後
に
経
営
母
体
が
福
岡
県
に
変
わ
り
福
岡
県
立
筑
豊
鉱
山
高
校
か
ら
福

岡
県
立
筑
豊
工
業
高
校
と
な
っ
た
が
、
鞍
手
竜
徳
高
校
に
統
合
さ
れ
閉
校
と
な
っ
た

際
に
、
炭
坑
写
真
も
散
逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
他
の
石
炭
産
業
に
関
す
る
多
数

の
文
化
財
と
共
に
一
括
し
て
福
岡
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
に
移
管
さ
れ
、
現
在
で

は
福
岡
県
立
の
九
州
歴
史
資
料
館
（
小
郡
市
）
が
「
筑
豊
工
業
高
校
資
料
」
の
一
部

と
し
て
原
版
写
真
を
保
有
し
て
い
る
。
た
だ
し
十
五
枚
は
原
版
写
真
が
存
在
せ
ず
コ

ピ
ー
で
あ
る
。（
詳
細
は
後
述
）
ま
た
撮
影
当
時
の
ガ
ラ
ス
原
版
に
つ
い
て
は
、
現

存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
他
に
、
九
州
大
学
記
録
資
料
館
・
産
業
経
済
資
料
部
門
（
旧
石
炭
研
究
資
料

セ
ン
タ
ー
）
が
複
製
写
真
一
式
を
保
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
炭
坑
写
真
は
現
在
の
よ
う
に
誰
で
も
簡
単
に
写
真
撮
影
が
で
き
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
時
代
に
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
写
真
師
に

委
託
し
撮
影
し
た
非
常
に
大
き
な
サ
イ
ズ
の
も
の
で
細
部
ま
で
明
瞭
に
観
察
が
可
能

で
あ
り
、
多
く
の
研
究
書
・
研
究
論
文
や
筑
豊
地
区
の
地
方
自
治
体
が
発
行
し
た
市

史
・
町
史
な
ど
の
公
的
記
録
に
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
被
写
体
の
す
べ
て
が
消

滅
し
て
し
ま
っ
た
現
在
に
お
い
て
は
当
時
の
石
炭
産
業
の
全
体
像
を
理
解
す
る
上
で

他
に
類
例
の
な
い
貴
重
な
記
録
写
真
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
登
録
番
号
順
に
整
理
し
、
更
に
地
域
別
・
種
類
別
に
分
類
し
公
式
の
記

録
と
し
て
炭
坑
史
研
究
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

記
載
に
際
し
年
の
表
記
は
年
号
で
統
一
し
、
西
暦
の
併
記
は
し
て
い
な
い
。
ま
た

炭
坑
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
書
籍
に
は
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
を
含
め『　
　
　

』

を
付
し
た
。

【
調
査
報
告
】
旧
筑
豊
工
業（
鉱
山
）高
校
が
所
蔵
し
て
い
た
明
治
大
正
の
炭
坑
写
真

青

木

琢

美
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第
一
章　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
お
よ
び
筑
豊
鉱
山
学
校
（
の
ち
筑
豊
工
業
高
校
）
の

歴
史
に
つ
い
て

一　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
歴
史

　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
明
治
十
八
年
に
炭
坑
経
営
者
の
自
主
規
制
の
た
め
福
岡
県

の
「
石
炭
坑
業
人
組
合
準
則
」
に
基
づ
き
筑
前
国
の
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
・
穂
波
の

四
郡
と
豊
前
国
田
川
郡
を
合
わ
せ
た
五
郡
の
連
合
体
が
「
筑
前
国
豊
前
国
石
炭
坑
業

組
合
」
と
し
て
発
足
し
、
の
ち
「
筑
豊
石
炭
坑
業
組
合
」
か
ら
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組

合
」
と
改
称
し
た
。

　

こ
れ
は
全
国
同
業
組
合
の
中
で
最
古
の
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
も
の
で
、
日
本
の

産
業
史
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
筑
前
国
豊
前
国
を
縮
め
て
「
筑
豊
」

と
い
う
呼
称
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
と
い
わ
れ
、
そ
の
点

で
も
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
九
年
に
社
団
法
人
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
、
戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
に

石
炭
統
制
会
、
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
日
本
石
炭
鉱
業
会
、
昭
和
二
十
三
年
に
九

州
石
炭
鉱
業
会
と
組
織
名
称
が
変
遷
し
、の
ち
石
炭
産
業
の
衰
退
に
よ
り
解
散
し
た
。

　

明
治
四
十
三
年
に
建
設
さ
れ
た
同
組
合
の
直
方
会
議
所
は
組
織
変
遷
を
経
て
最
後

は
「
九
州
炭
鉱
救
護
連
盟
直
方
救
護
練
習
所
」
の
建
屋
と
な
り
、
こ
の
炭
坑
写
真
の

中
に
も
同
所
の
訓
練
用
模
擬
坑
道
内
部
で
の
救
護
隊
員
の
訓
練
風
景
を
撮
影
し
た
も

の
が
数
枚
存
在
す
る
。

二　

筑
豊
鉱
山
学
校
（
の
ち
筑
豊
工
業
高
校
）
の
歴
史

　

石
炭
産
業
の
事
業
拡
大
に
伴
い
炭
坑
技
術
者
、
特
に
現
場
技
術
員
ク
ラ
ス
の
中
堅

技
術
者
の
不
足
が
経
営
近
代
化
の
制
約
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
筑
豊
石
炭
鉱
業
組

合
は
北
の
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
と
並
ぶ
西
日
本
の
鉱
山
専
門
学
校
を
目
指
し
、
大
正

八
年
に
私
立
の
筑
豊
鉱
山
学
校
を
開
校
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
、筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
組
織
変
遷（
前
述
）に
伴
い
経
営
母
体
も
変
わ
り
、

戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
に
私
立
筑
豊
鉱
山
高
等
学
校
と
改
称
、
昭
和
二
十
五
年
に
県

立
に
移
管
さ
れ
福
岡
県
立
筑
豊
鉱
山
高
等
学
校
と
な
り
、
創
設
以
来
の
採
鉱
科
（
昭

和
四
十
一
年
か
ら
開
発
工
学
科
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
開
発
土
木
科
）
に
加
え
て
機

械
科
・
土
木
科
を
増
設
し
て
昭
和
三
十
六
年
に
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
と
改

称
し
、
二
年
後
に
電
気
科
を
増
設
し
た
。

　

平
成
十
七
年
の
筑
豊
地
区
県
立
高
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
鞍
手
農
業
高
等
学
校
・

鞍
手
商
業
高
等
学
校
・
西
鞍
手
高
等
学
校
と
共
に
福
岡
県
立
鞍
手
竜
徳
高
等
学
校
に

統
合
さ
れ
閉
校
と
な
っ
た
。

第
二
章　

炭
坑
写
真
の
枚
数
お
よ
び
分
類
に
つ
い
て

一　

写
真
の
枚
数

　

炭
坑
写
真
の
整
理
番
号
は
数
字
表
示
（
１
～
１
１
５
）
の
後
に
イ
ロ
ハ
表
示
（
イ

～
ル
で
１
１
）
が
続
き
計
一
二
六
枚
の
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
写
真
番
号
が
重

複
す
る
も
の
が
九
枚
、
番
号
は
あ
る
が
写
真
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
欠
番
が
三
枚

存
在
す
る
た
め
、
一
二
六
＋
（
九
─
三
）
＝
一
三
二
枚
と
な
る
。

　

更
に
写
真
を
点
検
す
る
と
全
く
同
一
の
写
真
が
九
枚
存
在
す
る
た
め
、
こ
れ
を
差

引
い
た
一
二
三
枚
が
純
枚
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二　

写
真
の
分
類

　

こ
の
一
二
三
枚
を
分
類
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
表
二
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

な
お
地
上
設
備
の
全
景
を
撮
影
し
た
写
真
を
見
る
と
、
当
時
の
炭
坑
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
っ
た
煙
突
か
ら
煙
が
昇
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
の
ち
に
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ボ
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タ
山
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
当
時
で
も
輸
送
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
馬

が
撮
影
さ
れ
て
い
る
も
の
が
数
枚
あ
る
。

大
分
類

中
分
類

小
分
類

１
．
炭
坑
の
設
備

（
１
）
地
上
設
備
の
全
景

遠
賀
郡　
　

８

鞍
手
郡　

２
５

嘉
穂
郡　

２
０

田
川
郡　

１
８

そ
の
他　
　

１
（
福
島
県
）

合
計　
　

７
２

（
２
）
個
別
の
屋
外
設
備

８

（
３
）
屋
内
の
機
械
類

８

（
４
）
坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備

３

計
９
５
（
５
）
坑
外
の
生
活
関
連
施
設

４

２
．
石
炭
の
輸
送
手
段

（
１
）
遠
賀
川
・
堀
川
（
運
河
）
の
川
舟

４

（
２
）
海
運

８

計
１
４
（
３
）
鉄
道

２

３
．
炭
坑
に
関
す
る
諸
施
設
（
１
）
救
護
訓
練
施
設

６

計　

８
（
２
）
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合

２

４
．
そ
の
他
施
設�

計　

５

５

５
．
人
物
写
真�　

計　

１

１

合
計
１
２
３

第
三
章　

登
録
番
号
順
の
整
理

　

炭
坑
写
真
の
整
理
番
号
は
昭
和
六
十
一
年
に
福
岡
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
が

発
行
し
た
『
筑
豊
産
炭
地
域
史
資
料
調
査
１
９
８
５
』
の
中
で
「
筑
豊
工
業
高
等
学

校
炭
鉱
写
真
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
筑
豊
鉱
山
学
校
へ
移
管
後
に
番
号
を
付

与
さ
れ
た
も
の
を
踏
襲
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

九
州
歴
史
資
料
館
も
現
状
で
は
こ
の
番
号
を
使
用
し
て
い
る
が
、
順
序
に
規
則
性

（
年
代
別
・
場
所
別
・
設
備
種
類
別
な
ど
）
は
存
在
せ
ず
一
貫
性
が
な
く
て
番
号
の

重
複
、
写
真
の
重
複
も
多
い
。

表
一　

整
理
番
号
順
一
覧
表

凡
例一

．「
た
ん
こ
う
」
の
漢
字
表
記
は
、
一
部
の
固
有
名
詞
（
原
版
写
真
に
「
明

治
炭
礦
」、「
三
井
田
川
炭
礦
大
藪
坑
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
原
文
の

ま
ま
）
を
除
き
、「
炭
坑
」
で
統
一
し
た
。

二
．
旧
字
体
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
新
字
体
に
改
め
た
。

三
．
原
版
写
真
の
炭
坑
名
の
漢
数
字
表
記
は
、「
壱
坑
・
弐
坑
・
参
坑
」で
あ
る
が
、

「
一
坑
・
二
坑
・
三
坑
」
に
改
め
た
。

四
．
各
項
目
の
表
記
基
準
は
、
次
の
通
り
と
し
た
。
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撮
影
者

・
ほ
と
ん
ど
若
松
の
写
真
師
が
撮
影
し
て
い
る
が
、
一
部
の
写

真
に
つ
い
て
は
撮
影
者
が
不
明
の
た
め
空
欄
と
し
た
。

　

Ａ
‥
筑
前
若
松
港
写
真
師
山
本
鶴
影
堂

　

Ｂ
‥
写
真
師
山
本
千
代
吉
謹
写
筑
前
若
松
港

　

Ｃ
‥
筑
前
若
松
山
本
鶴
影
堂

　

Ｄ
‥C.Y

A
M

A
M

O
T
O
�W

A
K
A
M

A
T
U
�CH

IK
U
ZEN

　

Ｅ
‥
東
京
新
橋
江
木
写
真
店

　

Ｆ
‥
黒
台
紙
・
撮
影
者
記
載
な
し

　

Ｇ
‥
白
台
紙
・
撮
影
者
記
載
な
し

　

Ｈ
‥
筑
前
若
松
港
山
本

　

Ｉ
‥
筑
前
若
松
港
浜
田

番
号
①

・
原
版
写
真
を
現
在
所
蔵
し
て
い
る
九
州
歴
史
資
料
館
の
も
の
。

番
号
②

・
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
（
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
も
の
。

炭
坑
写
真
の
一
覧
表
は
同
大
学
の
「
筑
豊
歴
史
写
真
ギ
ャ
ラ

リ
ー（http://search2.libi.kyutech.ac/jp

）」の
検
索
キ
ー

ワ
ー
ド
で
「
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
」
を
入
力
す
る

と
表
示
さ
れ
る
。

名
称

・
原
版
写
真
の
記
載
通
り
と
し
、
表
示
の
な
い
も
の
は
前
記
の

「
筑
豊
工
業
高
等
学
校
炭
鉱
写
真
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名

称
に
基
づ
き
「　
　

」
で
表
示
し
た
。（
後
半
に
な
る
ほ
ど

多
い
）

・
同
一
写
真
が
重
複
し
て
い
る
９
枚
に
つ
い
て
は
、
後
の
番
号

の
ほ
う
で
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
前
の
番
号
の
記
載
を

踏
襲
し
た
。

・
理
解
を
深
め
る
た
め
（　
　

）
内
で
適
宜
補
足
説
明
を
加
え

た
。
例
と
し
て
は
、
大
正
十
三
年
に
貝
島
炭
礦
が
桐
野
・
菅

牟
田
・
満
之
浦
の
三
鉱
業
所
を
一
括
し
て
大
之
浦
炭
坑
（
第

一
坑
か
ら
第
八
坑
ま
で
）に
名
称
変
更
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

（
貝
島
大
之
浦
第
○
坑
）
と
補
足
し
て
い
る
。

所
在
地

・
原
版
写
真
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・
撮
影
当
時
の
旧
住
所
で
表
示
し
た
。

・
不
明
な
も
の
は
（
場
所
不
明
）
と
記
載
し
た
。

撮
影
時
期

・
原
版
写
真
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・
月
報
掲
載
時
期
な
ど
の
調
査
か
ら
判
明
し
た
も
の
及
び
被
写

体
か
ら
推
測
可
能
な
も
の
を
記
載
し
た
が
、
正
確
で
は
な
い

た
め
、
全
て
末
尾
に
「
頃
」
と
記
載
し
た
。

・
不
明
な
も
の
は
（
時
期
不
明
）
と
記
載
し
た
。

番
号
①
番
号
②

写
真

所
在
地

撮
影
時
期

撮
影
者

１　
　

５
４
８
豊
国
坑

（
明
治
炭
礦
豊
国
坑
）

田
川
郡
糸
田

村
糸
田

明
治
二
十
年

代
後
期
頃

Ａ

２　
　

５
４
９
菅
牟
田
炭
坑

（
貝
島
大
之
浦
第
四
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
磯
光

明
治
二
十
年

代
後
期
頃

Ａ

３　
　

５
５
０
糸
飛
炭
坑

田
川
郡
金
川

村
夏
吉

明
治
二
十
年

代
後
期
頃

Ａ

４　
　

５
５
１
豊
国
炭
坑

（
明
治
炭
礦
豊
国
坑
）

田
川
郡
糸
田

村
糸
田

明
治
二
十
年

代
後
期
頃

Ａ

５　
　

５
５
２
新
入
第
三
坑

（
三
菱
新
入
炭
坑
第
三
坑
）

鞍
手
郡
新
入

村
下
新
入

明
治
二
十
年

代
後
期
頃

Ａ

６　
　

５
５
３
高
雄
坑

嘉
穂
郡
大
谷

村
幸
袋

明
治
二
十
年

代
後
期
頃

Ａ

７　
　

折
尾
堀
川
を
行
く
川か

わ
ひ
ら
た
艜

遠
賀
郡
折
尾

村
折
尾

明
治
三
十
年

代
初
期
頃
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８

５
５
５

ス
ラ
函
を
使
っ
て
石
炭
を

切
羽
か
ら
片
盤
坑
道
に

（
住
友
忠
隈
炭
坑
第
三
坑
）

嘉
穂
郡
穂
波

村
忠
隈

明
治
四
十
四

年
頃

９

５
５
６
「
匍ほ

ふ
く匐

練
習
」（
練
習
坑
道

内
）

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

大
正
十
五
年

頃

Ｄ

１
０

５
５
７
忠
隈
炭
坑
第
二
坑
（
住
友

忠
隈
炭
坑
第
二
坑
）

嘉
穂
郡
穂
波

村
忠
隈

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

１
１

５
５
８

鴻
巣
御
徳
炭
坑
第
二
坑

（
石
炭
を
運
搬
す
る
川
舟
）

＊
３
０
と
同
じ
写
真

鞍
手
郡
勝
野

村
御
徳

明
治
三
十
九

年
頃

Ｂ

１
２

５
５
９
「
炭
坑
診
療
所
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

１
３

５
６
０
「
坑
内
救
護
訓
練
」（
練
習

坑
道
内
）

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

大
正
十
五
年

頃

Ｄ

１
３

の
２

５
６
１
相
田
炭
坑

＊
写
真
番
号
重
複

嘉
穂
郡
二
瀬

村
相
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

１
４

５
６
２
切
羽
の
採
炭
作
業

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

１
５

５
６
３
「
二
島
桟
橋
積
込
風
景
」

＊
８
０
と
同
じ
写
真

遠
賀
郡
戸
畑

町
戸
畑

明
治
四
十
年

代
頃

Ｃ

１
６

５
６
４
三
菱
鯰
田
炭
坑
第
二
坑

嘉
穂
郡
笠
松

村
鯰
田

明
治
四
十
二

年
頃

Ｇ

１
７

５
６
５
勝
野
炭
坑

鞍
手
郡
勝
野

村
勝
野

明
治
三
十
九

年
頃

Ｂ

１
８

５
６
６
赤
池
炭
坑

（
赤
池
炭
坑
第
一
坑
）

田
川
郡
上
野

村
赤
池

明
治
三
十
年

頃

Ｂ

１
９

５
６
７
三
菱
方
城
炭
坑

田
川
郡
方
城

村
伊
方

明
治
四
十
年

頃

２
０

５
６
８
三
井
田
川
炭
礦
大
藪
坑

田
川
郡
弓
削

田
村
大
藪

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

２
１

５
６
９
木
屋
瀬
炭
坑

鞍
手
郡
木
屋

瀬
町
木
屋
瀬

明
治
三
十
九

年
頃

Ｂ

２
２

５
７
０
三
菱
新
入
炭
坑
第
四
坑

鞍
手
郡
植
木

町
植
木

明
治
四
十
一

年
頃

２
３

５
７
１
明
治
炭
礦
第
一
坑

嘉
穂
郡
頴
田

村
勢
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

２
４

５
７
２
豊
国
炭
坑

（
明
治
炭
礦
豊
国
坑
）

田
川
郡
糸
田

村
糸
田

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

２
５

５
７
３
大
之
浦
炭
坑
桐
野
坑
（
貝

島
大
之
浦
第
一
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
宮
田

明
治
四
十
年

頃

Ｆ

２
６

５
７
４
大
之
浦
炭
山
桐
野
一
坑

（
貝
島
大
之
浦
第
一
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
宮
田

明
治
四
十
二

年
頃

Ｅ

２
７

５
７
５
第
二
岩
崎
炭
坑

遠
賀
郡
香
月

村
楠
橋

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

２
８

５
７
６
「
大
任
炭
坑
第
一
坑
」

田
川
郡
川
崎

村
川
崎

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ
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２
９　

５
７
７
「
大
任
炭
坑
第
二
坑
」

田
川
郡
川
崎

村
川
崎

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

３
０　

石
炭
を
運
搬
す
る
川
舟
（
鴻
巣
御
徳
炭

坑
第
二
坑
）
＊
１
１
と
同
じ
写
真

鞍
手
郡
勝
野

村
御
徳

明
治
三
十
九

年
頃

Ｂ

３
１　

５
７
８
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直

方
会
議
所
」

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

大
正
元
年
頃

Ｈ

３
２　

５
７
９
第
三
金
谷
炭
坑
第
二
坑
（
一

本
煙
突
）
＊
ト
と
同
じ
写
真

遠
賀
郡
水
巻

村
伊
左
座

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

３
３　

５
８
０
本
洞
炭
坑
第
一
坑

鞍
手
郡
下
境

村
下
境

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

３
４　

５
８
１
岩
崎
炭
坑
（
第
三
坑
）

遠
賀
郡
香
月

村
岩
崎

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

３
５　

５
８
２
満
之
浦
炭
坑
（
貝
島
大
之

浦
第
七
坑
）

鞍
手
郡
笠
松

村
満
之
浦

明
治
四
十
一

年
頃

Ｆ

３
６　

５
８
３
忠
隈
炭
坑
第
一
坑
（
住
友

忠
隈
炭
坑
第
一
坑
）

嘉
穂
郡
穂
波

村
忠
隈

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

３
７　

５
８
４
三
菱
鯰
田
炭
坑
第
一
坑

嘉
穂
郡
笠
松

村
鯰
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

３
８　

５
８
５
三
菱
新
入
炭
坑
・
第
一
坑

北
立
坑

鞍
手
郡
新
入

村
下
新
入

明
治
四
十
年

頃

Ｆ

３
９　

５
８
６
明
治
炭
礦
第
一
坑

嘉
穂
郡
頴
田

村
勢
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

４
０　

５
８
７
大
之
浦
炭
山
桐
野
二
坑（
貝

島
大
之
浦
第
二
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
宮
田

明
治
四
十
二

年
頃

Ｅ

４
１　

５
８
８
大
之
浦
炭
坑
・
桐
野
二
坑（
貝

島
大
之
浦
第
二
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
宮
田

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

４
２　

５
８
９
大
之
浦
炭
坑
菅
牟
田
坑
（
貝
島
大
之

浦
第
三
坑
）
＊
１
１
４
と
同
じ
写
真

鞍
手
郡
宮
田

村
磯
光

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

４
３　

５
９
０
三
菱
新
入
炭
坑
第
一
坑
・
事
務
所
納

屋
風
景
＊
８
３
と
同
じ
写
真

鞍
手
郡
新
入

村
下
新
入

明
治
三
十
九

年
頃

Ｇ

４
４　

５
９
１
「
蒸
気
機
関
車
三
一
一
五

号
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

４
４

の
２

５
９
２
香
月
村
壽じ

命め

唐
戸
通
舟
景

＊
写
真
番
号
重
複

遠
賀
郡
香
月

村
香
月

明
治
三
十
年

代
初
期
頃

Ｉ

４
５　

５
９
３
大
之
浦
炭
坑
菅
牟
田
坑

（
貝
島
大
之
浦
第
五
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
磯
光

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

Ｆ

４
６　

５
９
４
白
岩
炭
坑
（
貝
島
大
辻
白

岩
坑
）

遠
賀
郡
香
月

村
香
月

明
治
四
十
年

頃

Ｆ

４
７　

５
９
５
明
治
炭
礦
第
二
坑
選
炭
所
嘉
穂
郡
頴
田

村
勢
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

４
８　

５
９
６
三
菱
新
入
炭
坑
第
五
坑

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

明
治
四
十
年

代
頃

Ｇ

４
９　

５
９
７
「
若
松
港　

汽
船
」

遠
賀
郡
若
松

町
若
松

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

５
０　

５
９
８
若
松
新
地
下
避
難
場
全
景
遠
賀
郡
若
松

町
若
松

明
治
四
十
年

代
頃

５
０

の
２

５
９
９
潮
頭
炭
坑
＊
写
真
番
号
重

複

鞍
手
郡
勝
野

村
新
多

明
治
四
十
年

頃

Ｂ
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５
１　

６
０
０
「
三
菱
上
山
田
炭
坑
第
一

坑
」

嘉
穂
郡
熊
田

村
上
山
田

明
治
三
十
五

年
頃

Ｇ

５
２　

６
０
１
「
三
菱
上
山
田
炭
坑
第
二

坑
」

嘉
穂
郡
熊
田

村
上
山
田

明
治
四
十
年

頃

Ｇ

５
２

の
２

６
０
２
長
津
村
中
間
唐
戸
通
舟
景

＊
写
真
番
号
重
複

遠
賀
郡
長
津

村
中
間

明
治
三
十
年

代
初
期
頃

Ｉ

５
３　

６
０
３
「
三
井
田
川
炭
坑
伊
田
坑

竪
坑
捲
や
ぐ
ら
」

田
川
郡
伊
田

村
伊
田

明
治
四
十
年

代
頃

Ｃ

５
４　

６
０
４
「
二
島
港
積
込
場
」

遠
賀
郡
戸
畑

町
戸
畑

明
治
四
十
年

代
頃

Ｉ

５
５　

６
０
５
藤
棚
炭
坑
第
二
坑

鞍
手
郡
下
境

村
藤
棚

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

５
６　

６
０
６
「
発
動
機
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

５
７　

６
０
７
「
小
学
校
授
業
風
景
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

５
８　

６
０
８
「
簡
易
竪
坑
捲
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

５
９　

６
０
９
「
明
治
炭
礦
第
二
坑
」

嘉
穂
郡
頴
田

村
勢
田

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

６
０　

６
１
０
三
井
田
川
炭
坑
本
坑

田
川
郡
弓
削

田
村
奈
良

明
治
四
十
年

頃

６
１　

６
１
１
高
江
炭
坑

遠
賀
郡
香
月

村
馬
場
山

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

６
２　

６
１
２
宮
ノ
浦
炭
坑

嘉
穂
郡
庄
内

村
仁
保

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

６
３　

６
１
３
金
田
炭
坑

＊
ニ
と
同
じ
写
真

田
川
郡
神
田

村
金
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

６
４　

６
１
４
峰
地
炭
坑

田
川
郡
弓
削

田
村
川
宮

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

６
５　

６
１
５
大
之
浦
炭
坑・桐
野
坑
（
貝

島
大
之
浦
第
二
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
宮
田

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

Ｆ

６
６　

６
１
６
「
扇
風
機
室
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

６
７　

６
１
７
目し

ゃ
か
の
お尾

炭
坑

＊
ロ
と
同
じ
写
真

嘉
穂
郡
大
谷

村
目
尾

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

Ｂ

６
８　

６
１
８
穂
波
炭
坑
（
の
ち
三
菱
飯

塚
炭
坑
）

嘉
穂
郡
穂
波

村
平
恒

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

６
９　

６
１
９
「
救
助
訓
練
」（
屋
外
）

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

７
０　

６
２
０
「
炭
住
街
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

７
１　

６
２
１
三
菱
新
入
炭
坑
第
二
坑

鞍
手
郡
直
方

町
山
部

明
治
四
十
年

代
頃

Ｇ

７
２　

６
２
２
「
選
炭
場
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

７
３　

６
２
３
下
山
田
炭
坑

嘉
穂
郡
熊
田

村
下
山
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ
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７
４　

６
２
４
「
ポ
ン
プ
室
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

７
５　

＊
欠
番

７
６　

６
２
６
「
石
炭
積
出
し
の
若
松
港
」
遠
賀
郡
若
松

町
若
松

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

７
７　

６
２
７
本
洞
炭
坑
第
二
坑

鞍
手
郡
下
境

村
下
境

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

７
８　

６
２
８
鴻
巣
御
徳
炭
坑
第
一
坑

鞍
手
郡
勝
野

村
御
徳

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

７
９　

６
２
９
明
治
炭
礦
第
一
坑
選
炭
所
＊

９
９
の
２
と
同
じ
写
真

嘉
穂
郡
頴
田

村
勢
田

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

８
０　

６
３
０
「
二
島
桟
橋
積
込
風
景
」

＊
１
５
と
同
じ
写
真

遠
賀
郡
戸
畑

町
戸
畑

明
治
四
十
年

代
頃

Ｃ

８
０

の
２

６
３
１
私
立
明
治
専
門
学
校
本
館

＊
写
真
番
号
重
複

遠
賀
郡
戸
畑

町
中
原

明
治
四
十
一

年
頃

８
１　

６
３
２
「
若
松
港
遠
景
」

遠
賀
郡
若
松

町
若
松

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

８
１

の
２

６
３
３
私
立
明
治
専
門
学
校
寄
宿

舎
＊
写
真
番
号
重
複

遠
賀
郡
戸
畑

町
中
原

明
治
四
十
一

年
頃

８
２　

６
３
４
「
三
菱
方
城
炭
坑
竪
坑
捲

や
ぐ
ら
」

田
川
郡
方
城

村
伊
方

明
治
四
十
年

代
頃

８
２

の
２

６
３
５
「
公
会
堂
」

＊
写
真
番
号
重
複

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｈ

８
３　

６
３
６
三
菱
新
入
炭
坑
第
一
坑
・
事
務
所
納

屋
風
景
＊
４
３
と
同
じ
写
真

鞍
手
郡
新
入

村
下
新
入

明
治
三
十
九

年
頃

Ｇ

８
４　

６
３
７
「
通
風
用
張
出
作
業
」（
練

習
坑
道
内
）

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

大
正
十
五
年

頃

Ｆ

８
５　

６
３
８
「
香
月　

大
辻
炭
坑
」

遠
賀
郡
香
月

村
香
月

明
治
四
十
二

年
頃

８
６　

６
３
９
「
三
井
田
川
炭
坑
本
坑
」

田
川
郡
伊
田

村
宮
ケ
迫

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

８
７　

６
４
０
「
豆
田
炭
坑
」

＊
９
９
と
同
じ
写
真

嘉
穂
郡
桂
川

村
豆
田

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

Ｂ

８
８　

６
４
１
「
坑
外
運
炭
電
車
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

８
９　

６
４
２
「
捲
揚
場
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

９
０　

６
４
３
「
安
全
灯
保
管
室
」（
明
治

炭
礦
豊
国
坑
）

田
川
郡
糸
田

村
糸
田

大
正
初
期
頃

Ｃ

９
１　

６
４
４
「
発
電
所
内
部
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

９
２　

６
４
５
「
坑
口
風
景
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

９
３　

６
４
６
「
大
辻
炭
坑
」

遠
賀
郡
香
月

村
香
月

明
治
四
十
年

代
頃

９
４　

欠
番
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９
５　

６
４
７
「
豊
州
炭
坑
」

田
川
郡
猪
位

金
村
猪
国

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

９
６　

６
４
８
「
藤
棚
炭
坑
第
一
坑
」

鞍
手
郡
下
境

村
藤
棚

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

９
７　

６
４
９
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直

方
会
議
所
」

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

明
治
四
十
四

年
頃

Ｃ

９
８　

６
５
０
「
芳
雄
炭
坑
」

嘉
穂
郡
笠
松

村
上
三
緒

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

９
９　

「
豆
田
炭
坑
」

＊
８
７
と
同
じ
写
真

嘉
穂
郡
桂
川

村
豆
田

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

Ｂ

９
９

の
２

明
治
炭
礦
第
一
坑
選
炭
所
＊
写
真
番

号
重
複
＊
７
９
と
同
じ
写
真

嘉
穂
郡
頴
田

村
勢
田

明
治
四
十
一

年
頃

Ｂ

１
０
０
６
５
２
エ
ン
ド
レ
ス
ロ
ー
プ
に
よ
る
坑

道
運
搬
（
三
菱
鯰
田
炭
坑
）

嘉
穂
郡
笠
松

村
鯰
田

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

１
０
１
６
５
３
「
購
買
所
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

１
０
２
６
５
４
三
井
田
川
炭
礦
大
藪
坑
坑

夫
納
屋

田
川
郡
伊
田

村
大
藪

明
治
四
十
年

代
頃

Ｇ

１
０
３
６
５
５
「
坑
内
送
風
機
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｃ

１
０
４
６
５
６
「
選
炭
積
込
桟
橋
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

１
０
５
６
５
７
「
若
松
港　

帆
船
群
」

遠
賀
郡
若
松

町
若
松

明
治
四
十
年

代
頃

Ｃ

１
０
６

欠
番

１
０
７
６
５
８
赤
池
炭
坑

（
赤
池
炭
坑
第
一
坑
）

田
川
郡
上
野

村
赤
池

明
治
三
十
年

代
前
期
頃

１
０
８
６
５
９
三
井
田
川
炭
坑
伊
田
坑

田
川
郡
伊
田

村
宮
ケ
迫

明
治
三
十
五

年
頃

Ｇ

１
０
９
６
６
０
大
之
浦
炭
山
菅
牟
田
坑

（
貝
島
大
之
浦
五
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
磯
光

明
治
四
十
二

年
頃

Ｅ

１
１
０
６
６
１
「
三
菱
鯰
田
炭
坑
第
三
坑
」

（
一
本
松
）

嘉
穂
郡
笠
松

村
鯰
田

明
治
四
十
年

頃

Ｂ

１
１
１
６
６
２
「
応
急
材
料
手
繰
運
搬
」

（
練
習
坑
道
内
）

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

大
正
十
五
年

頃

Ｄ

１
１
２
６
６
３
「
ガ
ス
検
出
訓
練
」（
練
習

坑
道
内
）

鞍
手
郡
直
方

町
直
方

大
正
十
五
年

頃

１
１
３
６
６
４
「
大
之
浦
炭
坑
桐
野
坑
」（
角
煙
突
と
事
務
所

の
見
え
る
風
景
）（
貝
島
大
之
浦
第
一
坑
）

鞍
手
郡
宮
田

村
宮
田

明
治
四
十
年

頃

１
１
４
６
６
５
大
之
浦
炭
坑
菅
牟
田
坑
（
貝
島
大
之

浦
第
三
坑
）
＊
４
２
と
同
じ
写
真

鞍
手
郡
宮
田

村
磯
光

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

１
１
５
６
６
６
「
若
松
港　

帆
船
群
」

遠
賀
郡
若
松

町
若
松

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

１
１
５

の
２

６
６
７
「
坑
外
選
炭
風
景
」

＊
写
真
番
号
重
複

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

イ

６
６
８
赤
池
炭
坑

田
川
郡
上
野

村
赤
池

明
治
四
十
年

頃

Ｂ



─ 150 ─

第
四
章 

炭
坑
写
真
の
分
類
表
示
に
つ
い
て

一　

分
類
の
基
準

　

表
一
は
前
章
で
述
べ
た
通
り
掲
載
順
序
が
バ
ラ
バ
ラ
で
番
号
や
写
真
の
重
複
も
あ

り
、
雑
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
研
究
す
る
上
で
不
便
な
た
め
、
表
二
で
は
最
初

に
炭
坑
の
地
上
設
備
全
景
の
写
真
を
撮
影
当
時
の
郡
名
別
に
分
類
し
、
さ
ら
に
炭
坑

の
付
帯
設
備
、
石
炭
の
輸
送
手
段
、
炭
坑
関
連
そ
の
他
の
施
設
な
ど
に
分
類
し
て
掲

載
し
た
。

　

ま
た
場
所
不
明
・
時
期
不
明
の
写
真
で
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
も
の

は
、
そ
の
旨
記
載
し
た
。

二　

原
版
写
真
の
存
在
が
不
明
な
も
の

　

炭
坑
写
真
の
原
版
写
真
は
前
述
の
経
緯
を
経
て
現
在
は
九
州
歴
史
資
料
館
が
所
蔵

し
て
い
る
が
、
原
版
写
真
が
存
在
し
な
い
も
の
が
十
五
枚
あ
る
（
コ
ピ
ー
は
存
在
）

の
で
、
一
括
し
て
末
尾
に
掲
載
し
た
。

前
項
の
分
類
に
従
っ
て
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ロ

目し
ゃ
か
の
お尾

炭
坑

＊
６
７
と
同
じ
写
真

嘉
穂
郡
大
谷

村
目
尾

明
治
三
十
年

代
後
期
頃

Ｂ

ハ

６
６
９
「
汽
罐
場
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｆ

ニ

金
田
炭
坑

＊
６
３
と
同
じ
写
真

田
川
郡
神
田

村
金
田

明
治
四
十
年

頃

Ｇ

ホ

６
７
１
「
選
炭
場
」

（
場
所
不
明
）（
時
期
不
明
）

Ｇ

ヘ

６
７
２
「
大
辻
炭
坑
香
月
坑
」

遠
賀
郡
香
月

村
香
月

明
治
四
十
年

代
頃

Ｆ

ト

６
７
３
第
三
金
谷
炭
坑
第
二
坑
（
一
本

煙
突
）
＊
３
２
と
同
じ
写
真

遠
賀
郡
水
巻

村
伊
左
座

明
治
四
十
年

代
頃

Ｂ

チ

６
７
４
「
野
田
卯
太
郎
」（
政
治
家
）
自
宅

大
正
十
年
頃

リ

６
７
５
「
好よ

し
ま間

炭
坑
」

福
島
県
石
城

郡

明
治
四
十
年

頃

ヌ

６
７
６
「
筑
豊
鉱
山
学
校
建
築
工

事
」

鞍
手
郡
頓
野

村
頓
野

大
正
七
年

ル

６
７
７
「
筑
豊
鉱
山
学
校
建
築
工

事
」

鞍
手
郡
頓
野

村
頓
野

大
正
七
年

大
分
類

中
分
類

小
分
類

１
．
炭
坑
の
設
備

（
１
）
地
上
設
備
の
全
景

遠
賀
郡　

９
３　

大
辻
炭
坑

鞍
手
郡　

４
１　

大
之
浦
炭
坑

田
川
郡　

１
８　

赤
池
炭
坑

　
　
　
　

１
９　
三
菱
方
城
炭
坑

　
　
　
　

６
０　
三
井
田
川
炭
坑
本
坑

　
　
　
　

８
６　
三
井
田
川
炭
坑
本
坑

計　

８

７
そ
の
他　
　

リ　

好よ
し
ま間

炭
坑

�

（
福
島
県
）

（
２
）
個
別
の
屋
外
設
備　

１
８
２　
　
　
三
菱
方
城
炭
竪
坑
捲
や
ぐ
ら
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写
真
紛
失
の
時
期
は
不
明
で
、
紛
失
の
理
由
と
し
て
は
各
種
出
版
物
等
に
掲
載
す

る
た
め
貸
出
し
て
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
学
校
の

校
外
貸
出
管
理
書
類
も
一
部
（
平
成
十
一
年
の
貸
出
記
録
は
存
在
す
る
が
、
返
却
が

確
認
さ
れ
て
い
る
）
を
除
き
現
存
せ
ず
不
明
で
あ
る
。

　

旧
筑
豊
工
業
（
鉱
山
）
高
校
所
蔵
文
化
財
を
伝
え
る
会
と
し
て
は
今
後
と
も
所
在

不
明
の
原
版
写
真
を
九
州
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け
る
所
存
で

あ
る
。

表
二　

地
域
（
郡
）
別
一
覧
表

凡
例

一　

炭
坑
の
設
備

（
一
）
地
上
設
備
の
全
景

郡
名

写
真
撮
影
当
時
の
筑
豊
地
区
の
郡
名
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
。

整
理
番
号

九
州
歴
史
資
料
館
の
整
理
番
号
順
に
掲
載
し
、
写
真
が
重
複
し
て
い

る
も
の
は
若
い
番
号
に
一
括
し
て
掲
載
し
た
。
内
容
が
重
複
す
る
場

合
は
両
方
に
記
載
し
て
い
る
。（
全
景
写
真
で
所
在
不
明
な
ど
）

名
称

表
一
の
名
称
を
使
用
し
た
。

所
在
地

検
索
の
便
を
考
慮
し
、
現
時
点
の
市
（
北
九
州
市
は
区
ま
で
）
町
名

で
表
示
し
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
確
認
で
き
た
も
の
は
、
所
在
地

を
記
載
（
ま
た
は
変
更
）
し
て
い
る
。

２
．
石
炭
の
輸
送
手
段

計　

３
（
１
）
遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

２　

７　
　
　
折
尾
堀
川
を
行
く
川

か
わ
ひ
ら
た艜

５
２
の
２　
長
津
村
中
間
唐
戸
通
舟
景

（
２
）
海
運�

１
５
０　
　
　
若
松
新
地
下
避
難
場
全
景

３
．
炭
坑
に
関
す
る
諸
施
設
（
１
）
救
護
訓
練
施
設　

１
６
９　
　
　

救
助
訓
練
（
屋
外
）

計　

１

４
．
そ
の
他
施
設

計　

３

３
８
０
の
２　
私
立
明
治
専
門
学
校
・
本
館

８
１
の
２　
私
立
明
治
専
門
学
校
・
寄
宿
舎

８
２
の
２　

公
会
堂

合
計
１
５

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

遠
賀
郡

２
７

第
二
岩
崎
炭
坑

北
九
州
市
八
幡
西
区

３
２
と
ト

第
三
金
谷
炭
坑
第
二
坑

遠
賀
郡
水
巻
町

３
４

岩
崎
炭
坑

北
九
州
市
八
幡
西
区

４
６

白
岩
炭
坑

北
九
州
市
八
幡
西
区

６
１

高
江
炭
坑

北
九
州
市
八
幡
西
区

８
５

「
香
月　

大
辻
炭
坑
」

北
九
州
市
八
幡
西
区

９
３

「
大
辻
炭
坑
」

北
九
州
市
八
幡
西
区

ヘ

「
大
辻
炭
坑
香
月
坑
」

北
九
州
市
八
幡
西
区

鞍
手
郡

２

菅
牟
田
炭
坑

宮
若
市

５

新
入
第
三
坑

直
方
市

１
７

勝
野
炭
坑

鞍
手
郡
小
竹
町

２
１

木
屋
瀬
炭
坑

北
九
州
市
八
幡
西
区

２
２

三
菱
新
入
炭
坑
第
四
坑

直
方
市

２
５

大
之
浦
炭
坑
桐
野
坑

宮
若
市

２
６

大
之
浦
炭
山
桐
野
一
坑

宮
若
市

３
３

本
洞
炭
坑
第
一
坑

直
方
市

３
５

満
之
浦
炭
坑

宮
若
市

３
８

三
菱
新
入
炭
坑
・
第
一
坑
北

立
坑

直
方
市

４
０

大
之
浦
炭
山
桐
野
二
坑

宮
若
市

４
１

大
之
浦
炭
坑
・
桐
野
二
坑

宮
若
市

４
２
と
１
１
４

大
之
浦
炭
坑
菅
牟
田
炭
坑

宮
若
市

４
３
と
８
３

三
菱
新
入
炭
坑
第
一
坑
・
事

務
所
納
屋
風
景

直
方
市

４
５

大
之
浦
炭
坑
菅
牟
田
坑

宮
若
市

４
８

三
菱
新
入
炭
坑
第
五
坑

直
方
市

５
０
の
２

潮
頭
炭
坑

鞍
手
郡
小
竹
町

５
５

藤
棚
炭
坑
第
二
坑

直
方
市

６
５

大
之
浦
炭
坑
・
桐
野
坑

宮
若
市
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（
二
）
個
別
の
屋
外
設
備

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

田
川
郡

５
３

「
三
井
田
川
炭
坑
伊
田
坑
竪

坑
捲
や
ぐ
ら
」

田
川
市

不
明

５
８

「
簡
易
竪
坑
捲
」

場
所
不
明

不
明

７
２

「
選
炭
場
」

場
所
不
明

田
川
郡

８
２

「
三
菱
方
城
炭
坑
竪
坑
捲
や

ぐ
ら
」

田
川
郡
福
智
町

不
明

９
２

「
坑
口
風
景
」

場
所
不
明

不
明

１
０
４

「
選
炭
積
込
桟
橋
」（
明
治
炭

礦
か
）

場
所
不
明

不
明

１
１
５
の
２

「
坑
外
選
炭
風
景
」（
御
徳
炭

坑
か
）

場
所
不
明

不
明

ホ

「
選
炭
場
」

場
所
不
明

（
三
）
屋
内
の
機
械
類

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

不
明

５
６

「
発
動
機
」

場
所
不
明

不
明

６
６

「
扇
風
機
室
」

場
所
不
明

不
明

７
４

「
ポ
ン
プ
室
」

場
所
不
明

鞍
手
郡

７
１

三
菱
新
入
炭
坑
第
二
坑

直
方
市

７
７

本
洞
炭
坑
第
二
坑

直
方
市

７
８

鴻
巣
御
徳
炭
坑
第
一
坑

鞍
手
郡
小
竹
町

９
６

「
藤
棚
炭
坑
第
一
坑
」

直
方
市

１
０
９

大
之
浦
炭
山
菅
牟
田
坑

宮
若
市

１
１
３

「
大
之
浦
炭
坑
桐
野
坑
」

宮
若
市

嘉
穂
郡

６

高
雄
坑

飯
塚
市

１
０

忠
隈
炭
坑
第
二
坑

飯
塚
市

１
３
の
２

相
田
炭
坑

飯
塚
市

１
６

三
菱
鯰
田
炭
坑
第
二
坑

飯
塚
市

２
３

明
治
炭
礦
第
一
坑

飯
塚
市

３
６

忠
隈
炭
坑
第
一
坑

飯
塚
市

３
７

三
菱
鯰
田
炭
坑
第
一
坑

飯
塚
市

３
９

明
治
炭
礦
第
一
坑

飯
塚
市

４
７

明
治
炭
礦
第
二
坑
選
炭
所

飯
塚
市

５
１

「
三
菱
上
山
田
炭
坑
第
一
坑
」
嘉
麻
市

５
２

「
三
菱
上
山
田
炭
坑
第
二
坑
」
嘉
麻
市

５
９

「
明
治
炭
礦
第
二
坑
」

飯
塚
市

６
２

宮
ノ
浦
炭
坑

飯
塚
市

６
７
と
ロ

目し
ゃ
か
の
お尾

炭
坑

飯
塚
市

６
８

穂
波
炭
坑

飯
塚
市

７
３

下
山
田
炭
坑

嘉
麻
市

７
９
と
９
９
の
２
明
治
炭
礦
第
一
坑
選
炭
所

飯
塚
市

８
７
と
９
９

「
豆
田
炭
坑
」

嘉
穂
郡
桂
川
町

９
８

「
芳
雄
炭
坑
」

飯
塚
市

１
１
０

「
三
菱
鯰
田
炭
坑
第
三
坑
」

飯
塚
市

田
川
郡

１

豊
国
坑

田
川
郡
糸
田
町

３

糸
飛
炭
坑

田
川
市

４

豊
国
炭
坑

田
川
郡
糸
田
町

１
８

赤
池
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

１
９

三
菱
方
城
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

２
０

三
井
田
川
炭
礦
大
藪
坑

田
川
市

２
４

豊
国
炭
坑

田
川
郡
糸
田
町

田
川
郡

２
８

「
大
任
炭
坑
第
一
坑
」

田
川
郡
川
崎
町

２
９

「
大
任
炭
坑
第
二
坑
」

田
川
郡
川
崎
町

６
０

三
井
田
川
炭
坑
本
坑

田
川
市

６
３
と
ニ

金
田
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

６
４

峰
地
炭
坑

田
川
市

８
６

「
三
井
田
川
炭
坑
本
坑
」（
伊

田
斜
坑
か
）

田
川
市

９
５

「
豊
州
炭
坑
」

田
川
市

１
０
２

三
井
田
川
炭
礦
大
藪
坑
坑
夫

納
屋

田
川
市

１
０
７

赤
池
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

１
０
８

三
井
田
川
炭
坑
伊
田
坑

田
川
市

イ

赤
池
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

そ
の
他

リ

「
好よ

し
ま間

炭
坑
」

福
島
県
い
わ
き
市
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不
明

８
９

「
捲
揚
場
」

場
所
不
明

田
川
郡

９
０

「
安
全
灯
保
管
室
」（
明
治
炭

礦
豊
国
坑
）

田
川
郡
糸
田
町

不
明

９
１

「
発
電
所
内
部
」（
貝
島
・
桐

野
か
）

場
所
不
明

不
明

１
０
３

「
坑
内
送
風
機
」

場
所
不
明

不
明

ハ

「
汽
罐
場
」

場
所
不
明

（
四
）
坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

嘉
穂
郡

８

ス
ラ
函
を
使
っ
て
石
炭
を
切

羽
か
ら
片
盤
坑
道
に
（
住
友

忠
隈
炭
坑
第
三
坑
）

飯
塚
市

不
明

１
４

切
羽
の
採
炭
作
業

場
所
不
明

嘉
穂
郡

１
０
０

エ
ン
ド
レ
ス
ロ
ー
プ
に
よ
る

坑
道
運
搬（
三
菱
鯰
田
炭
坑
）
飯
塚
市

（
五
）
坑
外
の
生
活
関
連
施
設

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

不
明

１
２

「
炭
坑
診
療
所
」

場
所
不
明

不
明

５
７

「
小
学
校
授
業
風
景
」（
貝
島
・

大
之
浦
か
）

場
所
不
明

不
明

７
０

「
炭
住
街
」

場
所
不
明

不
明

１
０
１

「
購
買
所
」（
貝
島
・
大
辻
炭

坑
か
）

場
所
不
明

二　

石
炭
の
輸
送
手
段

（
一
）
遠
賀
川
・
堀
川
（
運
河
）
の
川
舟

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

遠
賀
郡

７
＊

折
尾
堀
川
を
行
く
川

か
わ
ひ
ら
た艜

北
九
州
市
八
幡
西
区

鞍
手
郡

１
１
と
３
０

鴻
巣
御
徳
炭
坑
第
二
坑
（
石

炭
を
運
搬
す
る
川
舟
）

鞍
手
郡
小
竹
町

遠
賀
郡

４
４
の
２

香
月
村
壽じ

め命
唐
戸
通
舟
景

北
九
州
市
八
幡
西
区

遠
賀
郡

５
２
の
２

長
津
村
中
間
唐
戸
通
舟
景

中
間
市

＊
今
回
の
調
査
に
よ
り
同
一
ア
ン
グ
ル
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
三
枚
の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
。
川
舟
の
隻
数
、
船
頭
の
人
数
に
相
違
が
あ
る
が
、
同
時
期
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
整
理
の
た
め
、
筑
豊
工
業
高
校
が
所
蔵
し
て
い
た
写
真
を

７
、
他
の
二
枚
を
７
の
２
、７
の
３
と
す
る
と
、
そ
の
名
称
お
よ
び
書
籍
等
へ
の

掲
載
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

７
（
折
尾
堀
川
を
行
く
川か

わ
ひ
ら
た艜）

→
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
五
十
年
史
』、『
樟
陵

七
十
年
・
筑
豊
工
業
高
校
七
十
年
の
あ

ゆ
み
』、『
山
田
市
誌
』、『
幸
袋
町
誌
』、『
方

城
町
史
』、『
添
田
町
史
・
上
巻
』、『
筑
豊

炭
田
開
発
技
術
史
論
文
選
集
（
長
弘
雄

次
）』

７
の
２
（
折
尾
村
切
抜
通
舟
景
）
→
『
中
間
市
史
・
下
巻
』、
絵
葉
書

７
の
３
（
タ
イ
ト
ル
不
明
）
→
『
田
川
市
史
・
中
巻
』、『
写
真
万
葉
集
・
筑

豊
⑩
黒
十
字
』�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
）
海
運

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

遠
賀
郡

１
５
と
８
０
①

「
二
島
桟
橋
積
込
風
景
」

北
九
州
市
戸
畑
区

遠
賀
郡

４
９

「
若
松
港　

汽
船
」

北
九
州
市
若
松
区

遠
賀
郡

５
０

若
松
新
地
下
避
難
場
全
景

北
九
州
市
若
松
区

遠
賀
郡

５
４
②

「
二
島
港
積
込
場
」

北
九
州
市
戸
畑
区

遠
賀
郡

７
６

「
石
炭
積
出
し
の
若
松
港
」

北
九
州
市
若
松
区

遠
賀
郡

８
１

「
若
松
港
遠
景
」

北
九
州
市
若
松
区

遠
賀
郡

１
０
５

「
若
松
港　

帆
船
群
」

北
九
州
市
若
松
区

遠
賀
郡

１
１
５

「
若
松
港　

帆
船
群
」

北
九
州
市
若
松
区

　

原
版
写
真
で
は
①
は
「
二
島
桟
橋
」、②
は
「
二
島
港
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
「
戸

畑
桟
橋
」、「
戸
畑
港
」
が
正
し
い
。
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（
三
）
鉄
道

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

不
明

４
４
①

「
蒸
気
機
関
車
三
一
一
五
号
」

（
三
菱
・
新
入
）

直
方
市

不
明

８
８
②

「
坑
外
運
炭
電
車
」（
三
菱
・

鯰
田
）

飯
塚
市

①
『
１
号
機
関
車
か
ら
Ｃ
６
３
ま
で
・
精
密
イ
ラ
ス
ト
で
綴
る
日
本
の
蒸
気
機

関
車
史
』（
片
野
正
巳
著
・
平
成
二
十
年
ネ
コ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
の

記
述
に
よ
る
と
、
筑
豊
鉄
道
と
合
併
し
た
九
州
鉄
道
が
鉄
道
国
有
化
の
前

年
の
明
治
三
十
九
年
に
米
国
の
ア
ル
コ
社
か
ら
二
十
四
台
の
タ
ン
ク
機
を

購
入
し
て
お
り
（
二
二
八
～
二
五
一
）、国
有
化
後
に
三
一
〇
〇
形
と
な
っ

た
。
４
４
番
の
写
真
は
正
面
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
煙
突
等
の
形
態
か

ら
見
て
、
鉄
道
院
の
三
一
一
五
号
で
あ
る
。

　
「
鞍
高
七
十
年
」（
昭
和
六
十
二
年
福
岡
県
立
鞍
手
高
等
学
校
）に
は「
三

菱
新
入
炭
坑
引
込
線
」
と
記
述
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

②　

背
後
に
写
っ
て
い
る
山
の
稜
線
か
ら
、
現
在
の
飯
塚
市
に
あ
っ
た
三
菱
鯰

田
炭
坑
の
も
の
と
判
明
し
た
。

三　

炭
坑
に
関
す
る
諸
施
設

（
一
）
救
護
訓
練
施
設

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

鞍
手
郡

９

「
匍ほ

ふ
く匐

練
習
」（
練
習
坑
道
内
）
直
方
市

鞍
手
郡

１
３

「
坑
内
救
護
訓
練
」（
練
習
坑

道
内
）

直
方
市

不
明

６
９

「
救
助
訓
練
」（
屋
外
）

場
所
不
明

鞍
手
郡

８
４

「
通
風
用
張
出
作
業
」（
練
習

坑
道
内
）

直
方
市

鞍
手
郡

１
１
１

「
応
急
材
料
手
繰
運
搬
」（
練

習
坑
道
内
）

直
方
市

鞍
手
郡

１
１
２

「
ガ
ス
検
出
訓
練
」（
練
習
坑

道
内
）

直
方
市

（
二
）
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

鞍
手
郡

３
１

「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方

会
議
所
」

直
方
市

鞍
手
郡

９
７

「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方

会
議
所
」

直
方
市

四　

そ
の
他
施
設

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

遠
賀
郡

８
０
の
２

私
立
明
治
専
門
学
校
・
本
館
北
九
州
市
戸
畑
区

遠
賀
郡

８
１
の
２

私
立
明
治
専
門
学
校
・
寄
宿

舎

北
九
州
市
戸
畑
区

不
明

８
２
の
２
＊

「
公
会
堂
」（
若
松
市
）

北
九
州
市
若
松
区

鞍
手
郡

ヌ

「
筑
豊
鉱
山
学
校
・
建
築
工

事
」

直
方
市

鞍
手
郡

ル

「
筑
豊
鉱
山
学
校
・
建
築
工

事
」

直
方
市

＊　

建
築
物
の
外
観
か
ら
若
松
市
（
大
正
三
年
市
制
施
行
）
公
会
堂
と
判
明
し

た
。

　

こ
の
公
会
堂
は
若
松
石
炭
商
同
業
組
合
お
よ
び
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の

寄
付
に
よ
り
大
正
九
年
に
完
成
し
た
。
同
じ
く
財
界
人
の
寄
付
に
よ
っ
て

完
成
し
た
大
阪
市
中
央
公
会
堂
（
旧
中
之
島
公
会
堂
）
の
二
年
後
で
あ
る
。

　

な
お
同
年
に
旧
若
松
駅
舎
も
完
成
し
て
い
る
。

　

の
ち
敷
地
に
は
昭
和
三
十
七
年
に
若
松
文
化
体
育
館
、
平
成
二
年
に
若

松
区
役
所
が
建
て
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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五　

炭
坑
に
関
連
す
る
人
物

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

─

チ　
　

「
野
田
卯
太
郎
」（
政
治
家
）
自
宅

六　

原
写
真
の
所
在
が
不
明
な
も
の

郡
名

整
理
番
号

名
称

所
在
地

遠
賀
郡

７　
　

折
尾
堀
川
を
行
く
川
か
わ
ひ
ら
た艜

北
九
州
市
八
幡
西
区

田
川
郡

１
８　
　

赤
池
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

田
川
郡

１
９　
　

三
菱
方
城
炭
坑

田
川
郡
福
智
町

鞍
手
郡

４
１　
　

大
之
浦
炭
坑
・
桐
野
二
坑

宮
若
市

遠
賀
郡

５
０　
　

若
松
新
地
下
避
難
場
全
景

北
九
州
市
若
松
区

遠
賀
郡

５
２
の
２

長
津
村
中
間
唐
戸
通
舟
景

中
間
市

田
川
郡

６
０　
　

三
井
田
川
炭
坑
本
坑

田
川
市

不
明

６
９　
　

「
救
助
訓
練
」（
屋
外
）

場
所
不
明

遠
賀
郡

８
０
の
２

私
立
明
治
専
門
学
校
・
本
館
北
九
州
市
戸
畑
区

遠
賀
郡

８
１
の
２

私
立
明
治
専
門
学
校
・
寄
宿

舎

北
九
州
市
戸
畑
区

田
川
郡

８
２　
　

「
三
菱
方
城
炭
坑
竪
坑
捲
や

ぐ
ら
」

田
川
郡
福
智
町

不
明

８
２
の
２

「
公
会
堂
」

場
所
不
明

田
川
郡

８
６　
　

「
三
井
田
川
炭
坑
本
坑
」

田
川
市

遠
賀
郡

９
３　
　

「
大
辻
炭
坑
」

北
九
州
市
八
幡
西
区

そ
の
他

リ　
　

「
好よ

し
ま間

炭
坑
」

福
島
県
い
わ
き
市

七　

欠
番

７
５

写
真
の
記
録
な
し

９
４

写
真
の
記
録
な
し

１
０
６

写
真
の
記
録
な
し

　

こ
れ
ら
の
番
号
に
つ
い
て
は
、「
筑
豊
産
炭
地
域
史
資
料
調
査
・
筑
豊
工
業
高
等

学
校
写
真
」
の
調
査
段
階
で
既
に
欠
番
と
な
っ
て
お
り
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

第
五
章　

炭
坑
写
真
の
掲
載
状
況
（
一
部
）

　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ら
の
炭
坑
写
真
は
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の

月
報
の
他
、
多
数
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

一
．『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』

整
理
番
号

区
分

名
称

郡
名

掲
載

４
２
と
１
１
４
地
上
設
備
の
全
景
大
之
浦
炭
坑
菅
牟
田
坑
鞍
手
郡

明
治
四
十
年　
　

四
月
・
第
三
巻

三
四
号

１
１
３　
　
　

地
上
設
備
の
全
景
大
之
浦
炭
坑
桐
野
坑
鞍
手
郡

明
治
四
十
年　
　

四
月
・
第
三
巻

三
四
号

２
３　
　
　
　

地
上
設
備
の
全
景
明
治
炭
礦
第
一
坑
嘉
穂
郡

明
治
四
十
年　
　

七
月
・
第
三
巻

三
七
号

１
３
の
２

地
上
設
備
の
全
景
相
田
炭
坑

嘉
穂
郡

明
治
四
十
年　
　

十
月
・
第
三
巻

四
〇
号

６
３
と
ニ　
　

地
上
設
備
の
全
景
金
田
炭
坑

田
川
郡

明
治
四
十
一
年　

一
月
・
第
四
巻

四
三
号

リ　

地
上
設
備
の
全
景
好
間
炭
坑

福
島
県

明
治
四
十
一
年

十
一
月
・
第
四
巻

五
三
号

８
０
の
２　
　

そ
の
他
施
設

私
立
明
治
専
門
学

校
本
館

遠
賀
郡

明
治
四
十
二
年　

四
月
・
第
五
巻

五
八
号

８
１
の
２

そ
の
他
施
設

私
立
明
治
専
門
学

校
寄
宿
舎

遠
賀
郡

明
治
四
十
二
年　

四
月
・
第
五
巻

五
八
号
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二
．『
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
五
十
年
史
』（
昭
和
十
年
発
行
）

整
理
番
号

区
分

名
称

郡
名

掲
載

１
０
８　

地
上
設
備
の
全
景

三
井
田
川
炭
坑

伊
田
坑

田
川
郡

Ｐ
３
４

４
０

地
上
設
備
の
全
景

大
之
浦
炭
山
桐

野
二
坑

鞍
手
郡

Ｐ
３
４

７

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

折
尾
堀
川
を
行

く
川

か
わ
ひ
ら
た艜

遠
賀
郡

Ｐ
３
６

５
２
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

長
津
村
中
間
唐

戸
通
舟
景

遠
賀
郡

Ｐ
３
６

８

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備

ス
ラ
函
を
使
っ

て
石
炭
を
切
羽

か
ら
片
盤
坑
道

に
（
住
友
忠
隈

炭
坑
第
三
坑
）

嘉
穂
郡

Ｐ
９
２

ホ

個
別
の
屋
外
設
備
「
選
炭
場
」

不
明

Ｐ
９
８

三
の
一
．『
筑
豊
炭
礦
誌
』（
高
野
江
基
太
郎
著
・
明
治
三
十
一
年
発
行
）

整
理
番
号

区
分

名
称

郡
名

掲
載

５

地
上
設
備
の
全
景

新
入
第
三
坑

鞍
手
郡

Ｐ
２
９
２

２

地
上
設
備
の
全
景

菅
牟
田
炭
坑

鞍
手
郡

Ｐ
２
９
２

６

地
上
設
備
の
全
景

高
雄
坑

嘉
穂
郡

Ｐ
４
３
４

４

地
上
設
備
の
全
景

豊
国
炭
坑

田
川
郡

Ｐ
５
８
０

１
８

地
上
設
備
の
全
景

赤
池
炭
坑

田
川
郡

Ｐ
５
８
０

三
の
二
．『
日
本
炭
礦
誌
』（
高
野
江
基
太
郎
著
・
明
治
四
十
一
年
初
版
発
行
）

整
理
番
号

区
分

名
称

郡
名

掲
載

２
５

地
上
設
備
の
全
景

大
之
浦
炭
坑
桐

野
坑

鞍
手
郡

Ｐ
２
６
４

４
１

地
上
設
備
の
全
景

大
之
浦
炭
坑
・

桐
野
二
坑

鞍
手
郡

Ｐ
２
６
５

３
５

地
上
設
備
の
全
景

満
之
浦
炭
坑

鞍
手
郡

Ｐ
２
６
６

１
１
０　

地
上
設
備
の
全
景

「
三
菱
鯰
田
炭
坑

第
三
坑
」

嘉
穂
郡

Ｐ
２
８
０

５
１

地
上
設
備
の
全
景

「
三
菱
上
山
田
炭

坑
第
一
坑
」

嘉
穂
郡

Ｐ
２
９
０

９
８　
　

地
上
設
備
の
全
景

「
芳
雄
炭
坑
」

嘉
穂
郡

Ｐ
３
２
９

１
３
の
２

地
上
設
備
の
全
景

相
田
炭
坑

嘉
穂
郡

Ｐ
３
５
２

三
の
三
．『
日
本
炭
礦
誌
』（
高
野
江
基
太
郎
著
・
明
治
四
十
四
年
改
訂
再
版
発
行
）

整
理
番
号

区
分

名
称

郡
名

掲
載

７
６

海
運

「
石
炭
積
出
し
の

若
松
港
」

遠
賀
郡

Ｐ　

５
２

１
０
５

海
運

「
若
松
港　

帆
船

群
」

遠
賀
郡

Ｐ　

５
２

１
１
３

地
上
設
備
の
全
景

「
大
之
浦
炭
坑
桐

野
坑
」

鞍
手
郡

Ｐ
１
５
７

４
２
と
１
１
４
地
上
設
備
の
全
景

大
之
浦
炭
坑
菅

牟
田
坑

鞍
手
郡

Ｐ
１
５
８

２
３

地
上
設
備
の
全
景

明
治
炭
礦
第
一

坑

嘉
穂
郡

Ｐ
１
８
６

１
３
の
２

地
上
設
備
の
全
景

相
田
炭
坑

嘉
穂
郡

Ｐ
２
９
４

四
．
県
史
・
市
史
・
町
史

　
　
　

写
真
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
と
し
た
。

四
の
一
．『
福
岡
県
史
』

①
『
近
代
史
料
編　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
（
一
）』（
昭
和
六
十
二
年
・
西
日
本
文

化
協
会
編
）

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

９
７

炭
坑
に
関
す
る
諸
施
設
筑
豊
石
炭
鉱
業
組

合
直
方
会
議
所

鞍
手
郡

口
絵
の
最
後

②
『
通
史
編
近
代　

産
業
経
済
（
二
）』（
平
成
十
二
年
・
西
日
本
文
化
協
会
編
）

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

１
１
５

海
運

若
松
港

遠
賀
郡

Ｐ　

６
３

８
２

個
別
の
屋
外
設
備

三
菱
方
城
炭
坑

田
川
郡

Ｐ
４
９
３
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③
『
県
史
だ
よ
り　

７
５
号
』（
平
成
六
年
・
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
編
）

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

４
４
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

寿じ

め命
の
唐
戸

遠
賀
郡

表
紙

四
の
二
．『
直
方
市
史
・
石
炭
鉱
業
編
』（
昭
和
五
十
四
年
発
行
）

整
理
番
号
区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

７
１

地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
炭
坑

第
二
坑

鞍
手
郡

口
絵

２
２

地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
炭
坑

第
四
坑

鞍
手
郡

口
絵

４
８

地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
炭
坑

第
五
坑

鞍
手
郡

口
絵

１
１
と
３
０
遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

鴻
巣
御
徳
炭
坑

付
近
の
川
艜

鞍
手
郡

口
絵

３
８

地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
一
坑

開
坑
当
初
の
竪

坑

鞍
手
郡

Ｐ
１
５
２

５

地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
第
三

坑

鞍
手
郡

Ｐ
１
５
４

１
４

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備
手
掘
り
採
炭
の

切
羽

不
明

Ｐ
２
７
３

５
２
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

中
間
唐
戸

遠
賀
郡

Ｐ
３
２
４

４
４
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

壽じ

め命
唐
戸

遠
賀
郡

Ｐ
３
２
５

四
の
三
．『
宮
田
町
誌
・
下
巻
』（
平
成
二
年
発
行
）

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

８

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備

ス
ラ
函
を
使
っ

て
石
炭
を
切
羽

か
ら
片
盤
坑
道

に

嘉
穂
郡

Ｐ　

４
７
１

２

地
上
設
備
の
全
景

菅
牟
田
旧
本
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

５
５
７

４
２
と
１
１
４
地
上
設
備
の
全
景

本
田
斜
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

５
６
４

４
５

地
上
設
備
の
全
景

菅
牟
田
旧
本
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

５
６
７

８
１

海
運

若
松
港

遠
賀
郡

Ｐ　

５
８
３

２
５

地
上
設
備
の
全
景

桐
野
一
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
７
６

２
６

地
上
設
備
の
全
景

桐
野
一
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
７
６

６
５

地
上
設
備
の
全
景

桐
野
二
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
７
７

４
０

地
上
設
備
の
全
景

桐
野
二
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
７
７

４
２
と
１
１
４
地
上
設
備
の
全
景

菅
牟
田
一
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
８
１

１
０
９

地
上
設
備
の
全
景

菅
牟
田
一
坑
と

五
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
８
１

３
５

地
上
設
備
の
全
景

満
之
浦
一
坑

鞍
手
郡

Ｐ　

９
８
２

ヘ

地
上
設
備
の
全
景

香
月
坑

遠
賀
郡

Ｐ　

９
９
７

４
６

地
上
設
備
の
全
景

白
岩
坑

遠
賀
郡

Ｐ　

９
９
７

８
５

地
上
設
備
の
全
景

岩
之
元
坑

遠
賀
郡

Ｐ　

９
９
８

１
０
１

坑
外
の
生
活
関
連
施
設
売
勘
場
風
景

不
明

Ｐ
１
０
８
３

１
４

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備
筋
堀

不
明

Ｐ
１
２
４
８

四
の
四
．
そ
の
他
の
市
史
・
町
史

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
撮
影
し
た
炭
坑
写
真
の
掲
載
が
確
認
さ
れ
た
も
の
は

次
の
通
り
で
あ
る
が
、『
直
方
市
史
』、『
宮
田
町
誌
』
に
比
較
す
る
と
数
が
少

な
い
た
め
、
枚
数
の
み
記
載
し
個
別
の
紹
介
は
省
略
し
た
。

旧
遠
賀
郡

『
北
九
州
市
史　

近
代
・
現
代
／
産
業
経
済
』（
平
成
四
年
発
行
）
１
枚

『
中
間
市
史
・
中
巻
』（
平
成
四
年
発
行
）
１
枚

『
中
間
市
史
・
下
巻
』（
平
成
十
三
年
発
行
）
１
枚

旧
鞍
手
郡
『
小
竹
町
史
』（
昭
和
六
十
年
発
行
）
２
枚

旧
嘉
穂
郡
『
山
田
市
誌
』（
昭
和
六
十
一
年
発
行
）
３
枚

『
幸
袋
町
誌
』（
昭
和
三
十
八
年
発
行
）
１
枚

旧
田
川
郡

『
田
川
市
史
・
中
巻
』（
昭
和
五
十
一
年
発
行
）
５
枚

『
赤
池
町
史
』（
昭
和
五
十
二
年
発
行
）
１
枚

『
方
城
町
史
』（
昭
和
四
十
四
年
発
行
）
２
枚

『
添
田
町
史
・
上
巻
』（
平
成
四
年
発
行
）
５
枚
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五
．
学
校
史

　
　
　

写
真
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
と
し
た
。

五
の
一
．『
楠
陵
七
十
年
・
筑
豊
工
業
高
校
七
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
昭
和
六
十
三
年
発
行
）

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

１
４

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備
人
力
時
代
の
採

炭
（
本
校
所
蔵
）

不
明

Ｐ　

５

７

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

堀
川
を
行
く
川

艜
（
本
校
所
蔵
）
遠
賀
郡

Ｐ　

５

４
１

地
上
設
備
の
全
景

貝
島
氏
経
営
大

之
浦
炭
坑
（
本

校
所
蔵
）

鞍
手
郡

Ｐ　

９

１
８

地
上
設
備
の
全
景

安
川
氏
経
営
赤

池
炭
坑
（
本
校

所
蔵
）

田
川
郡

Ｐ　

９

８
７
と
９
９
地
上
設
備
の
全
景

麻
生
氏
経
営
豆

田
炭
坑
（
本
校

所
蔵
）

嘉
穂
郡

Ｐ
１
０

１
１
と
３
０
遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

海
軍
炭
坑
御
徳

坑
（
本
校
所
蔵
）
鞍
手
郡

Ｐ
１
２

６
０

地
上
設
備
の
全
景

三
井
田
川
炭
坑

（
本
校
所
蔵
）

田
川
郡

Ｐ
１
３

１
９

地
上
設
備
の
全
景

竪
坑
開
削
中
の

三
菱
方
城
炭
坑

（
本
校
所
蔵
）

田
川
郡

Ｐ
１
３

７
６

海
運

石
炭
積
出
し
の

若
松
港
（
本
校

所
蔵
）

遠
賀
郡

Ｐ
１
３

４
４
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

香
月
村
壽じ

め命
唐

戸
を
行
く
川
艜

（
本
校
所
蔵
）

遠
賀
郡

Ｐ
１
４

９
３

地
上
設
備
の
全
景

大
辻
炭
坑
納
屋

群
（
本
校
所
蔵
）
遠
賀
郡

Ｐ
１
５

４
３
と
８
３
地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
第
一

坑
（
本
校
所
蔵
）
鞍
手
郡

Ｐ
２
１

５
３

個
別
の
屋
外
設
備

三
井
田
川
伊
田

竪
坑（
本
校
所
蔵
）
田
川
郡

Ｐ
２
９

ル

そ
の
他
施
設

建
築
中
の
本
校

（
本
校
所
蔵
）

鞍
手
郡

Ｐ
４
３

ヌ

そ
の
他
施
設

建
築
工
事
中
の

本
館（
本
校
所
蔵
）
鞍
手
郡

Ｐ
６
２

５
２
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

長
津
村
中
間
唐

戸
通
舟
景
（
本

校
所
蔵
）

遠
賀
郡

Ｐ
７
５

五
の
二
．
そ
の
他

創
立
の
古
い
学
校
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
る
学
校
史
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
確
認
で
き
た
も
の
は
『
鞍
高
七
十
年
』（
昭
和
六
十
二
年
福
岡
県
立
鞍
手
高

等
学
校
発
行
、
五
枚
掲
載
）
だ
け
で
あ
る
。

六
．
研
究
論
文

『
筑
豊
炭
田
開
発
技
術
史
論
文
選
集
』（
長
弘
雄
次
著
・
平
成
二
十
四
年
発
行
）

写
真
説
明
に
は
「
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
・
筑
豊
工
業
高
校
資
料
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

写
真
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
と
し
た
。

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

１
４

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備

切
羽
に
お
け
る

採
炭
作
業
（
明

治
時
代
の
人
力

採
炭
）

不
明

Ｐ　

５
２

１
１
と
３
０
遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

小
竹
町
鴻
巣
海

軍
御
徳
炭
坑
第

二
坑
と
川
艜

鞍
手
郡

Ｐ　

５
９

７

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

折
尾
堀
川
を
行

く
川
艜

遠
賀
郡

Ｐ　

５
９
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６
７
と
ロ

地
上
設
備
の
全
景

目し
ゃ
か
の
お尾

炭
坑

目
尾
炭
坑
竪
坑

櫓
（
拡
大
写
真
）

嘉
穂
郡

Ｐ
１
０
１

Ｐ
１
１
２

８
８

鉄
道

大
正
初
め
の
坑

外
運
炭
電
車
（
三

菱
鯰
田
）

不
明

Ｐ
１
５
３

４

地
上
設
備
の
全
景

豊
国
炭
鉱
の
木

製
竪
坑
櫓

田
川
郡

Ｐ
１
６
７

１
８

地
上
設
備
の
全
景

赤
池
竪
坑
櫓

田
川
郡

Ｐ
１
８
６

１
１
と
３
０
遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

海
軍
御
徳
第
二

坑
竪
坑
櫓

鞍
手
郡

Ｐ
１
８
６

３
８

地
上
設
備
の
全
景

三
菱
新
入
第
一

坑
北
竪
坑
櫓

鞍
手
郡

Ｐ
１
８
６

４
４
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

香
月
村
壽じ

め命
唐

戸
通
舟
景

遠
賀
郡

Ｐ
２
０
６

５
２
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

中
間
水
門
の
水

運
上
流
を
望
む

遠
賀
郡

Ｐ
２
０
８

七
．
写
真
集

『
写
真
万
葉
集
・
筑
豊　

第
十
巻
・
黒
十
字
』（
上
野
英
信
・
趙
根
在
監
修
、

昭
和
六
十
一
年
発
行
）

写
真
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
所
蔵
写
真
の
記
載
通

り
と
し
た
。

整
理
番
号

区
分

名
称（
記
載
通
り
）
郡
名

掲
載

１
４

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備
切
羽
の
採
炭
作

業

不
明

Ｐ
５
０
～
５
１

８

坑
内
の
採
炭
輸
送
設
備

ス
ラ
函
を
使
っ

て
石
炭
を
切
羽

か
ら
片
盤
坑
道

に
（
住
友
忠
隈

炭
坑
第
三
坑
）

嘉
穂
郡
Ｐ
５
４
～
５
５

４
４
の
２

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟

香
月
村
壽じ

め命
唐

戸
通
舟
景

遠
賀
郡
Ｐ
６
４

７
の
３

遠
賀
川
堀
川
の
川
舟
　
　

─

遠
賀
郡
Ｐ
６
８
～
６
９

３
５

地
上
設
備
の
全
景

満
之
浦
炭
坑
（
貝

島
大
之
浦
第
七

坑
）

鞍
手
郡
Ｐ
７
６
上

５
３

個
別
の
屋
外
設
備

「
三
井
田
川
炭
坑

伊
田
坑
竪
坑
捲

や
ぐ
ら
」

田
川
郡
Ｐ
９
３
上

５
７

坑
外
の
生
活
関
連
設
備
「
小
学
校
授
業
風

景
」

不
明

Ｐ
１
０
８
上

　

以
上
の
各
種
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、ほ
と
ん
ど
地
上
設
備
の
全
景
で
、

そ
れ
以
外
で
は
切
羽
の
採
炭
作
業
や
遠
賀
川
・
堀
川
の
川
舟
の
掲
載
頻
度
が
高
い
。

　

特
に
堀
川
を
行
く
川
舟
の
写
真
は
枚
数
も
五
枚
（
７
・
７
の
２
・
７
の
３
・
４
４
の

２
・
５
２
の
２
）
と
多
く
、
多
数
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
三
枚
組
（
７
の
２
・

４
４
の
２
・
５
２
の
２
）
の
絵
葉
書
が
発
売
さ
れ
る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ
た
。

ま
と
め

　

か
つ
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
半
分
を
産
出
し
た
筑
豊
炭
田
の
炭
坑
は
石
炭
合

理
化
政
策
に
伴
い
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
、
遠
賀
川
流
域
の
至
る
と
こ
ろ
に
炭
坑
が
存
在

し
た
往
時
を
偲
ぶ
に
は
写
真
に
よ
る
し
か
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
炭
坑
写
真
は
約
百
年
前
の
活
気
に
あ
ふ
れ
た
筑
豊
炭
田
の
姿
を
当
時
超

一
流
の
写
真
師
が
撮
影
し
た
細
部
ま
で
鮮
明
な
大
型
写
真
で
あ
り
、
炭
坑
の
み
な
ら

ず
日
常
生
活
に
至
る
ま
で
極
め
て
貴
重
な
研
究
資
料
と
し
て
、
今
回
紹
介
し
た
通
り

専
門
書
・
県
史
市
史
町
史
・
学
校
史
・
研
究
論
文
・
写
真
集
な
ど
多
く
の
書
籍
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
炭
坑
写
真
と
い
う
歴
史
的
文
化
財
に
関
す
る
情
報
整
理
の
進
展
が
、
今
後

の
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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原
版
写
真
に
は
撮
影
時
期
が
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
掲
載
時
期
や
写
真

背
景
な
ど
を
考
慮
し
て
撮
影
時
期
を
記
載
し
た
。
ま
た
場
所
に
つ
い
て
も
不
明
の
写

真
が
多
い
（
特
に
屋
外
設
備
及
び
屋
内
の
機
械
類
）
た
め
、
撮
影
時
期
及
び
撮
影
場

所
に
関
す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
「
旧
筑
豊
工
業
（
鉱
山
）
高
校
所
蔵
文
化
財
を

伝
え
る
会
」（
連
絡
先　

福
岡
県
立
筑
豊
高
等
学
校
記
念
資
料
室
）
ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

炭
坑
写
真
の
説
明
文

写
真
①　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
８
５　

香
月　

大
辻
炭
坑

（
遠
賀
郡
香
月
村
香
月
・
明
治
四
十
二
年
頃
）

写
真
②　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
３
８　

三
菱
新
入
炭
坑
・
第
一
坑
北
立
坑

（
鞍
手
郡
新
入
村
下
新
入
・
明
治
四
十
年
頃
）

写
真
③　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
１
１
３　

大
之
浦
炭
坑
桐
野
坑

（
鞍
手
郡
宮
田
村
宮
田
・
明
治
四
十
年
頃
）

写
真
④　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
３
９　

明
治
炭
礦
第
一
坑

（
嘉
穂
郡
頴
田
村
勢
田
・
明
治
四
十
年
頃
）

写
真
⑤　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
６
８　

穂
波
炭
坑
～
後
の
三
菱
飯
塚
炭
坑

（
嘉
穂
郡
穂
波
村
平
恒
・
明
治
四
十
一
年
頃
）

写
真
⑥　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
４　

豊
国
炭
坑

（
田
川
郡
糸
田
村
糸
田
・
明
治
二
十
年
代
後
期
頃
）

写
真
⑦　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
２
０　

三
井
田
川
炭
礦
大
藪
坑

（
田
川
郡
弓
削
田
村
大
藪
・
明
治
四
十
年
代
頃
）

写
真
⑧　

炭
坑
設
備
か
ら　

Ｎ
Ｏ
２
８
・
大
任
炭
坑
第
一
坑

（
田
川
郡
川
崎
村
川
崎
・
明
治
四
十
年
代
頃
）

写
真
⑨　

坑
内
採
炭
輸
送
か
ら　

Ｎ
Ｏ
８
・「
ス
ラ
函
を
使
っ
て
石
炭
を
切
羽
か
ら
片
盤
坑

道
に
」�

（
住
友
忠
隈
炭
坑
第
三
坑
）

（
嘉
穂
郡
穂
波
村
忠
隈
・
明
治
四
十
四
年頃

）

写
真
⑩　

坑
内
採
炭
輸
送
か
ら　

Ｎ
Ｏ
１
０
０
・「
エ
ン
ド
レ
ス
ロ
ー
プ
に
よ
る
坑
道
運
搬
」

（
三
菱
鯰
田
炭
坑
）

（
嘉
穂
郡
笠
松
村
鯰
田
・
明
治
四
十
年
代
頃
）

写
真
⑪　

石
炭
輸
送
川
舟
か
ら　

Ｎ
Ｏ
１
１
と
３
０　
「
石
炭
を
運
搬
す
る
川
舟
」

（
鴻
巣
御
徳
炭
坑
第
二
坑
）

（
鞍
手
郡
勝
野
村
御
徳
・
明
治
三
十
九
年
頃
）

写
真
⑫　

石
炭
輸
送
海
運
か
ら　

Ｎ
Ｏ
８
１　

若
松
港
遠
景

（
遠
賀
郡
若
松
町
若
松
・
明
治
四
十
年
代
頃
）
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写真①．No 85．香月大辻炭坑　遠賀郡香月村香月　明治42年頃

写真②．No 38．三菱新入炭坑第一坑北立坑　鞍手郡新入村下新入　明治40年頃
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写真③．No 113．大之浦炭坑桐野坑　鞍手郡宮田町宮田　明治40年頃

写真④．No 39．明治炭礦第一坑　嘉穂郡頴田村勢田　明治40年頃
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写真⑤．No 68．穂波炭坑　嘉穂郡穂波村平恒　明治41年頃

写真⑥．No ４．豊国炭坑　田川郡糸田村糸田　明治20年代後期頃
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写真⑦．No 20．三井田川炭礦大藪坑　田川郡弓削田村大藪　明治40年代頃

写真⑧．No 28．大任炭坑第一坑　田川郡川崎村川崎　明治40年代頃
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写真⑨．No ８.スラ凾を使って石炭を切羽から片盤坑道に（住友忠隈炭坑第三坑）嘉穂郡穂波村忠隈　明治44年頃

写真⑩．No 100.エンドレスロープによる坑道運搬（三菱鯰田炭坑）嘉穂郡笠松村鯰田　明治40年代頃
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写真⑪．No 11．鴻巣御徳炭坑第二坑（石炭を運搬する川舟）鞍手郡勝野村御徳　明治39年頃

写真⑫．No 81．若松港遠景　遠賀郡若松町若松　明治40年代頃


